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※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
も
含
め

て
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

（
４
ペ
ー
ジ
～
６
ペ
ー
ジ
）

９
月
２
日
・
５
日
・
６
日
・
７
日

鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
支
援
を
決
め
た
大
船
渡
市
の
支
援

は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

　

市
長　

復
興
、
復
旧
の
過
程
は
現
在

進
行
形
。
息
の
長
い
支
援
が
大
事
と
思

う
。
９
月
か
ら
大
船
渡
市
に
ど
う
い
う

支
援
が
で
き
る
か
考
え
た
い
。
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
を
調
整
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

許
震
災
時
の
消
防
団
員
の
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、

消
防
団
長
の
要
請
を
受
け
、
小
金
井
消

防
署
の
協
力
の
も
と
、
６
月
に
素
案
を

作
り
、
分
団
内
の
協
議
を
経
て
、
分
団

長
会
議
で
決
定
す
る
予
定
。

　

距
発
達
支
援
施
策
推
進
体
制
の
整
備

は
進
ん
で
い
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

特
別
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
構
成
員
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
を
発
達
支
援
に

絞
り
、
意
見
交
換
が
で
き
る
場
所
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
年
度
ご
み
処
理
支
援
の
見
通
し
は
、

９
月
ま
で
進
展
が
無
い
。
佐
藤
市
長
は

原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
ご
み
処
理
「
稲

葉
市
政
４
年
間
で　

億
円
の
ム
ダ
使

２０

い
」
と
の
主
張
を
訂
正
・
撤
回
し
、
さ

ら
に
前
市
政
の
方
針
を
継
承
す
る
こ
と

と
し
た
。
し
か
し
、
多
摩
各
市
か
ら
ご

理
解
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
小
金

井
市
の
ご
み
問
題
解
決
に
関
し
て
、
前

市
長
へ
の
多
摩
各
市
か
ら
の
信
頼
は
厚

い
。
契
国
分
寺
市
へ
の
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
す
べ
き
だ
。
形
現
状
を
市
民
へ

説
明
す
べ
き
だ
。
径
前
市
長
に
協
力
を

仰
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

契
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

場
所
の
確
保
が
難
航
し
て
い
る
厳
し
い

状
況
の
中
で
慎
重
に
対
応
し
た
い
。
形

市
民
へ
は
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

径
前
市
長
へ
お
願
い
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
れ
ば
そ
う
し
た
い
が
、
ま
ず
は
私

が
最
大
限
の
努
力
を
し
、
汗
を
か
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

宮
崎
晴
光
（
民
主
・
社
民
）

　

北
口
区
画
整
理
に
つ
き
契
進
捗
率
は
。

形
税
収
落
ち
込
み
の
影
響
は
。
径
西
口

改
札
口
の
影
響
は
。
恵
現
状
の
問
題
は
。

慶
清
算
金
の
見
通
し
は
。
慧
計
画
延
伸

の
財
政
負
担
は
。
憩
完
了
手
続
き
は
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

契
昨
年
度
末
で

約　

％
、　

年
度
事
業
は
８
割
着
手
済
。

２０

２３

形
平
成　

年
度
ま
で
延
伸
予
定
も
そ
の

３１

後
は
不
明
。
径
市
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
６

月
に
、
交
通
動
線
等
の
地
元
と
の
合
意

を
守
る
様
に
要
望
書
を
出
し
、
関
係
各

課
で
対
策
会
議
を
設
置
し
影
響
を
抑
え

る
様
対
応
中
。
恵
現
時
点
で
移
転
が
進

ん
で
い
な
い
所
も
あ
る
一
方
、
早
く
進

め
て
ほ
し
い
要
望
も
あ
る
。
責
任
を
持

っ
て
対
処
し
た
い
。
慶
厳
し
い
質
問
だ

が
、
一
定
の
ご
理
解
を
頂
い
て
い
る
。

慧
延
伸
し
て
も
基
本
的
に
変
化
は
無
い
。

憩
全
て
の
工
事
・
移
転
が
終
了
し
た
後

に
清
算
金
の
確
定
と
徴
収
・
交
付
を
行

う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
準
を
定
め
て
行
う
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
、
遠
隔

二
助（
遠
隔
都
市
と
の
自
治
体
間
共
助
）

協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
桜

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
桜
の
里
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
を
作
ら
な
い
か
。

　

市
長　

桜
の
里
を
通
じ
て
の
縁
も
大

切
に
し
た
い
。
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

　

総
務
部
長　

文
化
交
流
、
人
的
交
流

を
通
じ
て
他
の
自
治
体
と
積
極
的
な
都

市
間
交
流
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
関

係
課
と
も
検
討
し
た
い
。

　

許
震
災
対
策
用
井
戸
の
更
な
る
活
用

に
つ
い
て
。
契
要
綱
に
則
り
井
戸
の
整

備
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
形
揚
水
機
用

の
発
電
機
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

径
帰
宅
困
難
者
に
開
放
で
き
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
要
綱
に
基
づ
い
て
水

質
検
査
も
行
っ
て
い
る
。
形
用
意
は
で

き
て
い
る
が
、
提
案
の
よ
う
な
訓
練
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
等
を
検
討
し
た
い
。

　

総
務
課
長　

径
ど
う
い
う
形
で
対
応

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

駅
周
辺
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

を
。
契
区
画
整
理
の
平
成　

年
度
ま
で

３１

の
事
業
延
伸
予
定
の
中
で
計
画
的
実
施

と
優
先
順
位
の
徹
底
で
地
権
者
の
生
活

設
計
に
支
障
が
な
い
よ
う
配
慮
を
。
形

Ｊ
Ｒ
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
構
想
へ
の
対
応
は
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

契
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
す

る
方
針
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
障
碍

者
団
体
の
方
々
か
ら
も
直
接
ご
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
努
め
て
い
る
。
駅
北

口
は
駅
前
交
通
広
場
と
南
北
の
都
市
計

画
道
路
を
早
急
に
整
備
す
る
方
針
。
地

権
者
の
立
場
に
立
っ
た
目
線
で
計
画
に

沿
っ
て
着
実
に
移
転
を
進
め
る
よ
う
努

め
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

形
Ｊ
Ｒ
と
は
法
律

を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
地
元
と
の
影
響
を

最
小
限
度
に
す
る
よ
う
調
整
し
て
ゆ
く
。

■
他
に
『
政
策
調
整
監
設
置
の
撤
回
と

行
政
運
営
』、『
可
燃
ご
み
処
理
の
課
題

と
今
後
の
行
政
対
応
』
を
質
問
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

虚
学
童
保
育
の
夜
の
時
間
延
長
を
求

め
る
声
は
多
い
。
稲
葉
前
市
長
は
、
民

間
委
託
を
進
め
る
中
で
実
現
し
よ
う
と

し
て
き
た
。
市
の
厳
し
い
経
営
状
況
の

下
、
行
革
の
観
点
か
ら
取
り
組
み
、
時

間
延
長
を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
夜
７
時
ま
で
延
長
し
た
場
合

　

人
が
利
用
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

２３６有
料
で
も
と
い
う
方
も　

人
い
た
。

２００

　

市
長　

昨
年
度
、
保
護
者
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
民
間
委
託
が
で
き
な
か
っ

た
経
緯
も
踏
ま
え
、
学
童
保
育
所
運
営

協
議
会
等
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

許
小
学
校
の
給
食
調
理
業
務
の
民
間

委
託
を
、
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

今
、
重
要
な
時
期
に
来
て
い

る
。
慎
重
に
判
断
す
べ
き
。
総
合
的
に

考
え
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
環
境
の
更

な
る
向
上
を
求
め
た
。

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
契
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
平
成　

年
着
工
平
成

２５

　

年
中
に
完
成
と
新
聞
発
表
し
て
い
る

２７が
事
業
費　

億
円
を
ど
う
調
達
す
る
の

６０

か
。
形
ご
み
の
広
域
支
援
は
市
長
の
４

年
間
で　

億
円
の
ム
ダ
使
い
発
言
で　

２０

１１

月
以
降
の
受
入
れ
先
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
径
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
の
賛
否
を
問
う
投

票
条
例（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
関
し
７
月　

日
市
報
に
掲
載
し
た
が

１５

ま
だ
予
算
も
可
決
し
て
い
な
い
の
に
掲

載
を
す
る
の
は
ど
う
か
。
恵
最
後
は
撤

回
し
た
が
月
額　

万
７
千
円
で
部
長
職

７９

を
政
策
調
整
監
と
し
て
採
用
し
た
い
と

し
た
こ
と
は
条
例
違
反
で
は
な
い
か
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

契
財
源
計

画
は
今
後
詰
め
た
い
。

　

市
長　

形
私
の
発
言
で
迷
惑
を
か
け

て
お
り
全
力
を
あ
げ
た
い
。
径
条
例
制

定
の
必
要
な
作
業
だ
っ
た
。
恵
事
前
に

も
う
少
し
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
っ
た
。

会派の略称
（みどり・市民）
　みどり・市民ネット
（日本共産党）
　日本共産党小金井市議団
（民主・社民）
　民主党・社民クラブ
（公明党）
　小金井市議会公明党
（自民党小金井）
　自由民主党小金井市議団
（改革連合）
　改革連合
（市民会議）
　こがねい市民会議

市
長
の
市
政
運
営
を
問

市
長
の
市
政
運
営
を
問
うう

大
規
模
災
害
に
備

大
規
模
災
害
に
備
ええ

桜
の
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

桜
の
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
をを

東
小
金
井
駅
北
口
周
辺
整
備

東
小
金
井
駅
北
口
周
辺
整
備
とと

区
画
整
理
に
つ
い

区
画
整
理
に
つ
い
てて

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
をを

断
固
進
め
な
い

断
固
進
め
な
い
かか

東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理
のの

進
捗
と
完
了
を
問

進
捗
と
完
了
を
問
うう

ご
み
問
題
解
決
に
向
け

ご
み
問
題
解
決
に
向
け
てて

小
金
井
を
災
害
に
強
い
ま

小
金
井
を
災
害
に
強
い
ま
ちち

に
す
る
取
組
を
問

に
す
る
取
組
を
問
うう


